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旨
 肺癌は欧米においては発生頻度の比較的高い悪性陣場に属」,本邦でも最!近増加の傾向に挙る
 と云う.就中,末梢型浸潤型肺癌はその早期診断の困難さと共に治療成績も非常に悪い。'著者は
 そのため基礎実験として次の実験疑問を設定した。
 1浸潤型で転移を形成し易い肺瞳煽のX線学的早期診断及びX線像と組織像との比較研究
 ∬肺癌は他の癌と比較して放射線感受性が低いのか,或いは肺と云う部位にあるために照射
 による効果が異なった表現を呈し放射線治癒性を悪ぐしているのか。
 皿同様の意味で原発病巣(肺)と転移病巣(肺門部淋巴節)での放射線感受性に差があるか
 以上の目的のために腹水中の遊離細胞としては既に放射線感受性が判って居り,肺では浸潤型に
 増殖することの多い吉田肉腫肺腫瘍を実験材料に選んで実験を行った。
 〔基礎実験〕,実験材料:吉田肉瞳を腹水に移植して5日目の腹水約0.5.CC(l11巨瘍細胞数約5口口
 万)を予め密閉容器内でエーテル吸入麻酔を施した体重約1209の呑龍ラットに経鼻的に肺に
 送り込んで肺に移植し肺臓蕩を作った。成績:陣癌細胞を1回だけ吸入させて観察した動物唯5
 匹は全例肺蠣死を遂げ・平均生存日数15.6日・最短8日'最長17日で著明な膿瘍の増殖が
 認められた。肉眼的には腫瘤型は殆んどなぐ,大多数は禰慢性浸潤型を示した。顕微鏡的には気
 管支分岐部周囲の間質にむける増殖であるが,肺胞内増殖も認められた。
 〔本実験1〕・X線学的研究(論文1)・実験材料:吉田肉糠肺陣瘍・動物嫡匹。実験方法:
 謹)X線学的検査,被写体ブレを最少にするためにネムブタール腹腔内注射による全身麻酔を行
 い,a)胸部直接2倍拡大撮影,b)直接2倍拡大気管支撮影(造影剤:水性デイオノジール
 0.4Q巳経気管的注入)を移植前及び移植後毎日行った。2)組織学的検査,気管支撮影を行った
 例をその直後に毎日～匹宛屠殺し肉眼的所見の観察後ヘマトキシリンエオジン染色標本を作製し
 鏡検した.実験成績:1)早期における変化(1日後一4日後).x線写真上,所見は右上葉及
 び左第1気管支第1枝分岐の部分に淡いペール状陰影として認められ・気管支造影では著変なく
 組織学的にその本態は浸出性細胞反応を示す肺炎の像が主である。日が経つにつれ陰影は範囲と
 濃度を増して来るがX線学的には肺癌陰影との確定診断は得られ叛い。2)中期に冷ける変化
 (5日後一8日後),右上肺野外側(右上葉部)・右下肺野(右下葉部)の陰影は磯淡混在し,
 全体的に濃度を増し,特に右下肺野は右肺門部より下野の中央を尾側に延びる帯状の陰影として
 認められるようになり,気管支造影では気管支幹より気管支の分れる部分の狭窄及び末梢σ)小気
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 管支の閉鎖が認められ陣瘍磯が持たれる。5)・末期に冷ける変化(9日以後).右上野及び中
 野外側,左中野に濃厚均等な陰影を認め・又心陰影の識別も困難となる。右下野中央に帯状の濃
 厚な陰影を認める。組織学的には気管支周囲の間質内に盛んな増殖を示す腫瘍が認められる。
 〔本実験且.皿〕.りOOOr照射例の変化(論文π).実験材料:吉田肉腫肺臓傷.照射法:
 肺に移植後5日目に,ネムブタール腹腔内注射(aO6㏄/1臼09体重)による全身麻酔を行
 い,胸部を除く全身を厚さ2催寵の鉛板で遮蔽し,動物のX線管球反対側に厚さ5伽のパラフィ
 ン板を置き腹位で500r照射後直ちに背位に変換して500r・計ioOOr照射した。実,験群:.
 1)非照射群,a)瞳傷死まで経過を観察した群.動物1.5匹・b)肺に移植後5日目より毎日'
 2匹宛屠殺して照射例の対照とした群。2)照射群・肺に移植後5日目に10eOr照射し,照射
 後15分,50分,コ,2歩5,6,9,12,24時間後,2,3,'4,6日後に各5匹宛屠
 殺し,8日110日後に各1匹宛屠殺した群。観察法:各動物とも肉眼的観察の後・肺及び所属
 淋巴節の鏡検はヘマ}キシリスエオジン染色標本で行った。照射効果の記載法:肺臓蕩σ)自然壊
 死とは認められない部分で鏡検し,第1度:肺陣瘍は放射線による変化を殆んど示さないもの
 (PrOユiferOu8)・第且度:1庫癌細胞の放射線による変化の程度の低いもの(degene-
 rative)・第皿度:腫瘍細胞の放射線による変化の程度の高いもの(destruct・ive),
 に分類し,それらの占める比率を標本の1D視野を鏡検して判定して障害の程度を表現した。分
 裂細胞数の変動は顕微鏡を強拡大にし10視野中の分裂細胞数と対照材料中の分裂細胞数との比
 率をもつて表現した。転移病巣に冷ける変化は肺門部淋巴節の転移腫瘍を鏡検した。そして肺陣場
 と比較した。実験成績:照射群,1)肺随膓の組織学的変化:照射15分後には変化は判明せす,
 50分後,60分後に変性像を認める様になり,5時間後には第福渡の変化が認められる様にな
 り,6時間後には第∬,皿度の変化が更に増加し障害過程の進行が認められ,9時間後には第百
 度の変化を示す部分が更に増し,時間と共に放射線による変化は質的にも量的にも高度となり,
 24時間後には全経過中最高度の変化を示した。2日後にに第百度を示す部分はや玉減少し,3
 日以後には変化を示す部分は減少の傾向が認められた。2)肺腫煽分裂細胞数の変動:照射後か
 なり早期の50分には分裂細胞数は非常に減少㌣て参り乳3時間後に最少値を示し・9壁間後比
 は明瞭な恢復の兆が認められ,寸2時間後にはほy対照値まで復し,24時間後に少しぐ減少し
 て以後徐々に恢復した・こσ)反応を腹水・皮下・皮内目刺島の反応と比較すると変化の受け方は胸
 水型とぼ玉詞様r賜る瓜放射線感受性は肺腕観は腹水1悼嶋よりは低ぐ・皮下陣偏と.殆んど同じで凄)
 り,皮内腫瘍よりは高いようである。3)肺門部淋巴節転移腕瘍と肺藤瘍との比較:放射線によ
 って受ける変化の程度は殆んど同じで放射線感受性に差は無い様に思われた。又肺門部淋巴節転
 移臆煽の受ける変化は淋巴球より少ぐ,変化からの恢復は転移陣場は淋巴球より早く恢復した。
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 審査結果の畏旨
 肺癌は本邦でも最近急速に増加の傾向を示めしつつあるが浸潤他賄融の診断は特に困難であり,
 かつ治療成績も悪い。著者ば腹水中の遊離細胞としてはすでに放射線感受性が知られてむり・肺で
 は浸潤系に増殖することの多い吉田肉腫腫瘍細胞を経鼻的に肺に移植し,まづX細学的早期診断が
 可能であるか否か,次いでこり肺船の放射線感受性及び原発病巣と転移病巣(肺門部淋巴節)の間
 に放射線感受性の差があるかということについて実験を行左つた。
 1)胸部2倍拡大撮影及び[盲捜2倍拡大気管支造影で肺の変化を毎日観察すると,移植後4日
 目迄は右上葉,左第一気管支,第一枝分岐の部分に淡い境界不鮮明な陰影をみとめるが・気管支造
 影では変仕は認められない。
 5日乃系8日後には右上葉部並に下葉部に,濃淡種々の肺癆様陰影を認めた。気管支造影では気
 管支幹より,気管の分れる部分の狭窄及び,小気管支の閉塞が認められた。末期にはこれらの所見
 が著明になった。
 組織学的に気管支の周囲の間質内に盛ん左幽殖を赤めす胴瘍細胞が詔められた。すなわち単純撮
 影では浸潤系肺癌と断定する特有な所見は認められ左かつたが・肺炎と冷ぐ鐸別出来ない淡い陰影
 を示した時期に気管支造影によって気管支の狭窄或いは閉峯僅を示めすことにと.んごり肺糊りX線
 診断に容与する点があると考えらオ1.る。
 2)1eoOrのX纏照射を行ない,組織学的に障害の過程を追求すると,照射后60分で変性
 を認めるようになり5時間后にはかなり高慶の変性を示めし,24時間后には最高慶の障害を示した。
 肺脚湯分裂細胞は3時間后に最づ・値を示したが,4時間后には明僚な恢復が認められ,そして12
 時間后にはほぼ対照値迄に恢復した。
 かかる反応を腹水,皮下,皮肉騒瘍と比戯すると放射線による腫瘍細胞の変化は腹水系とほ際同
 様であるが,放射紳感受性.は肺膠瘍は胸水腫瘍よりは低ぐ,皮下肺癌と殆んど同じであると考えら
 れる。叉,肺門部淋巴節転移胆瘍と,肺腫瘍とり問には放射線感受性の差はないと考えられた。以
 上の実験結果は肺触の放射線治療り基礎的考察に寄与することが大きいと考えられる。
 よって,本論文は学位授与に値するものと'認める。
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